
＜声明＞ 私たちは「共謀罪」の新設に反対します。 

 

 私たちは、岐阜の地で放送、新聞、雑誌、同人誌などでの発言や表現、大学や寺の講話など

さまざまな公共の場で、言論・表現・思想の自由を守り育てています。 

現在、国会で審議中の「共謀罪」法案は、「テロ等準備罪」などと言い換えていますが、骨組

みや内容は、過去 3回廃案になった「共謀罪」法案と本質的に同じです。 

（1）「共謀罪」は、現在の「実行した違法行為を裁く」という刑法の原則を根本から変更し、

まだ実行していないことを取り締まりの対象とすること、（2）そのために警察の一方的な見込

みによって情報を集めたり、思想・信条を捜査することを可能にするものです。 

これは、戦時中の治安維持法や特高（特別高等警察）が行っていたような一般市民の思想・

言論・人権の抑圧や、密告の奨励につながる恐れがきわめて強い制度です。私たちの社会は、

互いに心を閉ざす「監視社会」へと向かいかねません。 

 これまで日本弁護士連合会など多くの団体や地方議会が反対してきましたが、5月 18日には

国連人権理事会の特別報告者ジョセフ・ケナタッチ氏が、「世界人権宣言」12条や「国際人権

規約」17条にある「プライバシーや表現の自由を制約するおそれがある」と懸念する書簡を、

安倍晋三首相あてに送りました。しかし政権は耳を傾けません。 

「共謀罪」は、私たちの自由な表現や親しい対話、大切な情報交換を権力の監視下に置き、

和やかな岐阜をも息苦しい地域に変える道を開くものです。私たちは、「共謀罪」の新設に、強

く、深く反対し、国会での廃案を求めます。 
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